
坂
本
　
三
郎
兵
衛

佐
々
木
　
基

及
川
　
潔

北
村
　
弥
助

千
葉
　
吾
一

土
屋
　
岩
次
郎

村
野
　
文
次
郎

内
山
　
末
太
郎

　
　

(

安
兵
衛

)

田
嶋
　
新
太
郎

深
澤
　
権ご

ん

八ぱ
ち

佐
藤
　
蔵
之
助

高
水
　
五
郎

佐
藤
　
久
蔵

石
井
　
石
之
助

青
木
　
徳
平

橋
本
　
甚
兵
衛

伊
東
　
祐
雅

　
　

(

道
友
？

)

小
室
　
伝
吉

佐
藤
　
新
平

大
上
田
　
彦
左
衛
門

池
谷
　
精
一

武
内
　
代
造

千
葉
　
卓
三
郎

大
福
　
清
兵
衛

深
澤
　
名な

生お
ま
る

土
屋
　
常つ

ね

七し
ち

永
沼
　
織お

り

之の

丞じ
ょ
う

馬
場
　
勘
左
衛
門

土
屋
　
勘
兵
衛

狩
佐
須
　
源
吾

13 16 16 17 20 21 22 22 23 23 23 23 25 26 26 27 28 29 31 40 43 45 45 49 60

書
記

幹
事

幹
事

幹
事

書
記

幹
事

明
治
十
四
年

勘
定
方

名
主

組
頭

副
名
主

組
頭

勘
定
方

組
頭

組
頭

年
寄

年
寄

年
寄

年
寄

年
寄

明
治
十
五
年

小
中
野

青
梅

五
日
市

(

寄
留)

五
日
市

入
野

五
日
市

伊
奈

深
沢

留
原

小
中
野

五
日
市

山
田

留
原

入
野

五
日
市

(

寄
留)

山
田

五
日
市

戸
倉

養
沢

留
原

五
日
市

(

寄
留)

伊
奈

深
沢

五
日
市

五
日
市

(

寄
留)

五
日
市

五
日
市

深
沢

教
員

　

教
員

海
軍
軍
医

金
融
業(

元
質
屋)

山
林
経
営

山
林
経
営

材
木
商

教
員

警
官

筏
川
下
り
世
話
人

炭
販
売
兼
米
穀
商

教
員

山
林
経
営

織
物
仲
買
業

酒
醸
造
業

教
員

○○ ○○○○ ○○ ○○○○

経　
　

歴

自
由
党

入
党

深
沢
村
戸
長

五
日
市
村
村
用
掛

五
日
市
銀
行
頭
取

秋
川
水
力
電
気
会
社
取
締
役

勧
能
学
校
校
長
（
初
代
）

五
日
市
町
町
長

西
多
摩
郡
書
記

五
日
市
村
戸
長
（
第
十
二
大
区
第
十
三
小
区
）

神
奈
川
県
会
議
員

深
沢
村
村
用
掛

副
戸
長

伊
奈
村
村
用
掛

入
野
村
村
用
補

増
戸
村
村
長

組
合
町
長(

五
日
市
町
・
小
宮
・
戸
倉
・
明
治
・
三
ツ
里
村)

戸
倉
村
村
長

小
宮
村
村
長

勧
能
学
校
助
教

勧
能
学
校
校
長
（
二
代
目
）

勧
能
学
校
助
教

警
部
補

小
中
野
村
旧
名
主

江
南
学
校(

現
・
青
梅
五
小)

教
師

五
日
市
村
村
用
掛

神
奈
川
県
会
議
員
・
東
京
府
会
議
員

衆
議
院
議
員

五
日
市
銀
行
副
頭
取

五
日
市
鉄
道
社
長

深
沢
村
村
用
掛

神
奈
川
県
会
議
員

組
合
村
長(

明
治
・
三
ツ
里
村)

職
業
等

五日市学芸講談会　会員一覧

氏　
　
　

名

明
治
十
四
年

(

一
八
八
一
年)

年　

齢

学
芸
講
談
会
で
の
役
職

居
住
地
区

【参考】『民衆憲法の創造‐埋もれた草の根の人脈‐』,色川大吉・江井秀雄・新井勝紘/共著,評論社,1970年

『五日市町史』,五日市町史編さん委員会/編,五日市町,1976年

『三多摩自由民権資料集』上巻,色川大吉/責任編集,大和書房,1979年

※ この名簿は「[学芸講談会回状]」(深澤家文書）に記載されている会員名から抽出されており、年齢順に

並び替えた

※ 明治14(1881)年の役職は「[学芸講談会回状]」(深沢家文書）から、明治15(1882)年の役職は、

「[本会役員撰定通知]」(上田家文書)から抽出している


